
タ
イ

一一
の
奥
紙
を
小
一
伐
と
呼
ん
だ
o

持
と
し
、
越
中
勢
と
共
に
河
北
郡
に
入
っ
た
か
ら
小

一
散
し
た
o

石
川
郡
大
衆
寺
に
於
け
る
年
中
行
事
を
担
す
。
聞
叡

=
(
=
一
)
山
，
内
の
時

l
写
緑
四
年
本
泉
寺
・
松
岡
寺
・光

一
一
授
は
腹
背
に
倣
を
受
け
た
o
十
月
官
六
日
宗
術
本

一
公
O
大
小
一
日
慌
の
利
時
|
是
よ
り
先
天
文
元
年
八

一
は
廷
判
H

五
年
同
寺
且
舟
宗
胡
の
代
で
あ
る
。

-
敬
止
ザ
・胸
得
寺
等
の
大
一
伎
は
起
勝
寺
を
成
敗
せ
ん

一
折
そ
汲
L
、
今
能
川
を
捗
っ
て
石
川
郡
諮
凶
・土
田
干

一
且
、
山
科
の
本
願
寺
は
六
品
川
定
瓢
の
黛
に
よ
っ
て
磁

一

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
大
聖
寺

(
一
〉
沿
革

l
江
川山山

一
と
し
た
の
で
、超
勝
寺
は
本
由
党
寺
と
共
に
能
美
郡
山
，
一
藤
塚
を
焼
き
、
日
誌
寺
井
に
邸
っ
て
陣
し
た
。
こ
の

一
却
せ
ら
れ
た
。
越
号
賀
三
州
志
に
よ
れ
ば
、
此
の
時

一
大
翠
寺
町
は
も
と
白
山
の
末
院
大
型
寺
の
所
在
で
あ

一
内
に
活
れ
、
大
一
伎
は
畏
儲
に
於
い
て
之
と
職
ひ
、

一
日
小
一
伎
の
玄
忽
組
は
明
れ
慣
に
泊
じ
て
傍
観
の
儲
一
下
川
馴
努
は
宮
，
般
に
舟
を
餓
L
、
法
主
将
如
の
跡
一
っ
た
。
そ
の
地
総
停
に
近
い
越
前
の
閥
時
引
を
迎
え

一
そ
の
諸
迦
務
を
滋
い
だ
o
然
る
に
七
且
サ
一
一
一
日
下
問

一
度
そ
採
っ
た
。石
川
・河
北
の
従
之
キ
一
部
み
、
廿一八
日

一
を
追
う
て
組
問
叫
に
赴
い
た
か
ら
、
越
前
に
逃
れ
た
富
一
て
、
加
賀
の
平
野
に
入
る
咽
喉
を
拐
す
る
が
放
に
、

一
等
は
白
山
本
宮
に
附
し
て

m
mの
阪
得
寺
を
焚
き
、

一A
誌
に
支
忽
組
を
討
っ
た
。
宗
欄
悩
を
知
り
、
兵
を
池

一
候
氏
一
族
も
皆
同
に
殴
っ
た
と
促
し
て
ゐ
る
。
か
く

一
吉
野
羽
の
世
阪
に
そ
の
托
上
に
銭
っ
て
城
検
制
へ
た

-
若
松
の
本
泉
寺
諮
簡
は
能
育
に
定

h
て
畠
山
氏
に
お

一
は
し
て
玄
忽
組
の
敗
兵
や
-
牧
容
せ
し
め
、
文
多
散
の

一の
如
〈
邸
秀
の
去
っ
た
後
は
、
凶
内
小
一

授
の
勢
力
一
も
の
が
あ
る
。
織
田
氏
の
時
に
歪
り
、
天
正
三
年
戸

一・り
、
河
合
八
郎
左
衛
門
・
洲
附
回
目
四
郎
等
も
同
凶
に

一
撤
首
を
得
た
。
然
る
に
什
八
日
小
一
伎
は
戦
場
に
辿

一
部
の
如
く
な
ら
ず
、
儲
う
て
大
一
授
首
領
と
の
挑
利
一
次
臨
正
を
こ
与
に
笹
き
、
八
年
に
は
拝
郷
家
就
か
が
居

一
入
っ
た
。
超
勝
寺
等
亦
石
川
・能
楽
の
小
一

授
を
率
ゐ

一
繁
せ
ら
れ
た
繭
恨
の
首
相
聞
を
集
め
、
越
前
の
時
士
の

一
成
っ
て
彼
等
青
白
単
に
円
四
位
せ
し
め
た
が
、
向
附
組
前

一
り
、
問
臣
氏
の
天
正
十
一
日
ヰ
に
は
前
日
努
防
府
川
崎
引

一て
、
江
泊
の
山
間
光
敬
寺
及
び
黒
潮
先
逝
を
階
ら
う

一
名
を
註
し
て
、
之
を
下
街
道
に
及
し
た
。
能
積
・越
中

一
に
筏
留
し
て
ゐ
た
問
時
期
一
一
献
が
あ
っ
て
、
天
文
二
年
・
一
と
し
、
院
長
三
年
小
早
川
秀
款
の
領
に
脱
し
て
そ
の

一
と
し
た
の
で
、光
政
寺
山
割
烹
は
且
油
口
に
滋
取
L
、
八

一の
勢
之
そ
見
て
、
越
前
勢
が
敗
れ
た
と
烈
信
L
士畑山

一
=一年
の
小
動
絡
を
犯
し
た
こ
と
h

思

は

れ

る

。

一

臣

山
口
宗
永
を
之
に
代

へ
た
。
五
年
間
徳
二
氏
の
制

一
月
十
七
日
起
勝
寺
の
弟
大
釦
内
坊
超
玄
を
斬
っ
た
。

一
大
に
沼
山
町
し
た
。
石
川

・
河
北
の
小
一
佼
之
に
采
じ

一ハ
七
)
活
必
妨
の
不
恕
1
天
文
六
年
八
且
も
と
大

一
俊
一
事
ふ
や
、
前
旧
民
は
徳
川
氏
に
回
し
て
大
坂
方
な
る

こ
の
頃
小
一
授
は
亦
故
佐
谷
松
附
寺
に
放
火
し
て
幼

一
て
突
怒
し
、
白
山
家
俊
以
下
を
得
た
o
時
に
宗
摘
は

一
の
首
領
で
あ
っ
た
若
松
妨
は
、
本
願
寺
罰
則
如
に
射
し

一
山
口
氏
を
偲
台
、戦
後
こ
の
地
を
受
領
L
、見
永
十
六

主
九
人
を
捕
虜
と
L
、
後
に
之
を
白
書
せ
し
め
た
こ
一
寺
井
の
三
堂
山
に
在
っ
た
が
、
下
勢
の
大
敗
し
て
凶

一
て
隊
訟
を
挟
み
、
四
郡
の
長

・
=
一
山
の
徒
皆
之
に
問

一
年
前
間
利
協
は
幕
府
に
前
ひ
、
そ
の
子
利
治
を
封
じ

と
が
あ
る
。
白
山
宮
前
俄
蹄
中
記
録
に
は
そ
の
時
を

一
中
の
小
一
俊
時
間
〈
起
ら
ん
と
す
る
税
制
h
y-得
、
側
主
一
犯
し
た
。
こ
の
岩
松
坊
は
恕
倍
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

一
て
静
岡
肝
た
ら
し
め
た
O

耐
間
後
間
引
は
附
屋
キ
一
階
へ
て

七
且
以
前
に
在
っ
た
如
〈
に
記
す
る
が
、
越
前
諦
溜
一
岡
山
し
て
越
前
に
邸
っ
た
o
白
山
富
椛
搬
都
中
記
録
に
一
洲
附
兵
隊
・
河
合
八
郎
左
術
門
も
そ
の
徒
で
あ
っ
た

一
回
り
、
城
郭
を
有
し
な
か
っ
た
が
、
加
能
二
闘
に
出仙

寺
文
也
に
十
且
抗
日
附
を
以
て
諮
如
が
『
今
度
於
披
一
之
を
十
一
且
二
日
に
在
る
と
し
て
ゐ
る
o

一
と
見
止
、
天
文
日
記
七
年
十
且
の
係
に
は
、
洲
附

・
一
侠
の
回
た
の
は
、
金
問
以
外
大
山
明
寺
の
み
で
あ
っ
た

佐
谷
被
金
一

服
、
被
得
大
利
候
。
』
と
い
う
て
ゐ
る
か

一
(
流
)
加
賀
浪
人
の
越
前
退
去
|
宗
測
の
越
前
に
郎
つ

一
河
合
が
本
願
寺
の
命
宇
一奉
ぜ
ず
、
そ
の
鉛
抽
出
か
ら
ぬ

一
か
ら
、
士
際
相
変
っ
て
小
都
曾
の
淑
を
な
し
た
o
町

ら
丸
月
の
こ
と
で
あ
ら
う
と
忠
は
れ
る
。
松
附
寺
市
竺
た
時
、
大
一
授
の
誕
官
僚
組
撲
の

一
族
二
十
俗
人
は

一
こ
と
そ
促
し
て
ゐ
る
。
耐
し
て
若
松
切
の
行
動
を
直

一
域
の
腕
悶
は
、
江
泊
志
稿
に
、
刷
出
徳
寺
の
飾
品
川
市
町
お

附世間ずの
生
容
は
十

一
E
十
八
日
と
僻
へ
ら
れ
る
。

一
之
に
脆
う
て
溢
れ
、
製
天
文
元
年
=
一月
に
は
、
先
に

一
に
本
側
寺
に
自
他
し
た
者
の
巾
に
は
、
常
に
大
一
俊

一
に
熊
坂
肢
大
山
山
寺
村
と
あ
る
に
凶
っ
て
隙
坂
庄
で
あ

(
四
)
羽
倉
買
の
侵
入

l
是
よ
り
先
光
敬
寺
顕
寄
等
一
能
告
に
奔
鼠
し
た
河
合
八
郎
左
衛
門

・
洲
附
係
四
郎

一
と
反
封
の
地
位
に
立
っ
て
ゐ
た
超
肪
寺
が
あ
っ
た
。
一
る
と
し
て
ゐ
る
。
後
間
は
商
，
庄
に
入
れ
た
。

は
、
形
勢
頗
る
低
隙
で
あ
っ
た
か
ら
、
鑓
を
也
前
に

一
等
二
百
俄
人
も
海
路
か
ら
宗
怖
に
怨
っ
た
。
宗
尚
之

一
次
い
で
十
二
年
六
且
例
代
氏
が
加
到
に
侵
入
せ
ん
と
一
合
一
〉
川
名

l
拠
出
附
直
後
明
治
近
年
十
一
月
に
於
付
る

訪
う
た
に
、
朝
倉
孝
景
は
之
を
容
れ
て
、
そ
の
静岡棚

一
を
憐
ん
で
孝
景
に
前
ひ
、

m二
千
賀
宇
一
湖
い
て
加
賀

一
す
る
風
間
の
あ
っ
た
際
に
も
、
本
町
間
寺
は
郵
を
粗
筋
一
大
翠
寺
町
の
聞
各
は
次
の
如
〈
で
あ
っ
た
。

江
三
郎
知
忠
を
加
到
に
逃
ま
し
め
た
。
制
作
氏
は
尚

四
九


